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去
る
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回

臨
時
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
市
長
よ
り

教
育
委
員
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
た

市
立
幼
稚
園
の
廃
止
計
画
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
二
次

素
案
」
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
平
成
13
年
６
月
25
日
に
教
育
委
員
会

に
提
出
さ
れ
た
「
三
鷹
市
立
幼
稚
園
の
存

続
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
請
願
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画

第
二
次
素
案
に
つ
い
て
は
、「
市
立
幼
稚

園
の
廃
園
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
今
の
幼
児

教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
廃
止
後
に
お
い

て
も
、
本
市
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
、
教
育
委
員
会
関
係
者
、
学
校
・
幼
稚

園
関
係
者
、
保
育
園
関
係
者
、
市
民
等
に

よ
る
懇
談
会
を
設
置
し
、
幼
児
教
育
に
関

す
る
意
見
交
換
や
情
報
交
換
等
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
関

連
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
明
文
化
さ
れ
た

い
。」
と
の
意
見
が
付
さ
れ
、
基
本
的
に

異
議
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
鷹
市
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ
と
か

ら
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

市
立
幼
稚
園
の
廃
止
問
題
に
つ
い
て
の

経
過

【「
三
鷹
市
立
幼
稚
園
廃
止
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
の
設
置
】

平
成
12
年
12
月
に
制
定
し
た
「
三
鷹
市

行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
実
施
方
策
」で
は
、

「
私
立
幼
稚
園
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
基
本
的
な
方
針

に
基
づ
き
、
公
立
幼
稚
園
廃
止
の
具
体
的

な
手
続
き
・
進
め
方
等
を
検
討
す
る
。
」

と
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
13
年
４
月
に
、

「
三
鷹
市
立
幼
稚
園
廃
止
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」を
設
置
し
、単
に
財
政
的
な
面
か

ら
の
み
市
立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
保
育
園
待
機
児
問
題
な

ど
を
考
慮
し
、
市
の
子
育
て
支
援
施
策
全

体
の
中
で
の
廃
止
を
検
討
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
Ø
三
鷹
市
の
幼
稚
園
に
係
る

現
状
、
∞
廃
止
の
方
法
及
び
時
期
、
±
廃

止
後
の
施
設
の
活
用
、
≤
私
立
幼
稚
園
と

の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
検
討
を
し
、
７
月

に
報
告
書
を
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
二
次
素
案

の
策
定
】

「
検
討
委
員
会
」
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
て
、
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
二
次

素
案
の
中
に
、「
市
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
実
施
方
策
に

基
づ
き
、
私
立
幼
稚
園
と
の
連
携
と
活
用

の
視
点
か
ら
廃
止
に
向
け
た
具
体
的
な
手

続
き
・
進
め
方
等
を
検
討
し
、
計
画
期
間

内
（
中
期
―
平
成
19
年
度
末
）
に
全
園
を

廃
園
し
ま
す
。」
と
示
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
と
市
立
幼
稚
園
保
護
者
と
の

懇
談
会
】

13
年
６
月
お
よ
び
８
月
に
市
立
幼
稚
園

の
保
護
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
か
ら
は
、
大
要
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

º
行
政
改
革
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
広

い
意
味
で
の
子
育
て
支
援
施
策
を
考
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

º
市
立
幼
稚
園
３
園
で
年
間
約
１
億
５
千

万
円
の
経
費
が
か
か
り
、
園
児
一
人
当
た

り
約
70
万
円
の
税
が
負
担
さ
れ
て
い
る
と

い
う
実
態
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

º
限
ら
れ
た
市
財
政
の
中
で
、
何
か
を
見

直
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
の
時
、

受
け
皿
の
あ
る
市
立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る

の
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

º
今
後
私
立
幼
稚
園
と
な
ん
ら
か
の
連
携

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

º
小
学
校
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

º
廃
園
に
よ
り
負
担
が
増
え
る
保
護
者
に

も
軽
減
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

∞
学
務
課
ò
内
線
３
２
３
３

平
成
13
年
度
上
半
期
の
主
な
議
案
等
及
び
活
動

４
月
○
平
成
13
年
度
基
本
方
針
と
事
業
計
画
の
承
認

○
三
鷹
市
立
図
書
館
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
（
本
館
の
夜
間
開

館
を
拡
大
）

５
月
○
三
鷹
市
新
基
本
構
想
（
第
二
次
素
案
）
に
係
る
意
見
（
協
議
）

○
三
鷹
市
立
学
校
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
申
出
（
高
山
小
学

校
体
育
館
を
使
用
料
を
定
め
る
開
放
施
設
に
加
え
た
）

●
関
東
甲
信
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
総
会
出
席

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
定
期
総
会
出
席

６
月
●
三
鷹
市
立
幼
稚
園
保
護
者
懇
談
会

●
市
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
・
学
校
長
と
の
懇
談
会（
教
科
書
採
択
に
関
し
て
）

７
月
○
教
科
書
採
択
に
関
す
る
請
願
（
２
件
）

○
三
鷹
市
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る
請
願
（
１
件
）（
８
月
に
も
審
議
）

●
教
育
委
員
と
選
定
資
料
作
成
委
員
と
の
協
議
会（
小
学
校
及
び
中
学
校
の
２
回
）

●
学
校
訪
問
（
１
校
）

８
月
○
平
成
14
年
度
使
用
小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択

○
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第
二
次
素
案
に
係
る
意
見
（
協
議
）

●
三
鷹
市
立
幼
稚
園
保
護
者
懇
談
会

９
月
○
三
鷹
市
ス
ポ
U
ツ
振
興
審
議
会
委
員
の
任
命

10
月
○
三
鷹
市
教
育
委
員
会
委
員
長
選
挙

●
学
校
訪
問
（
１
校
）

（
○
定
例
会
等
で
の
議
案
等
●
定
例
会
等
以
外
の
活
動
）

平
成
13
年
度
上
半
期
に
お
け
る
教

育
委
員
会
の
定
例
会
等
の
会
議
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
注
目
を
集

め
た
課
題
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
話
題
と
な
っ
た
平
成

14
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
の
採
択
や
市
立
幼
稚
園
の

廃
園
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
各

学
校
の
保
護
者
の
代
表
者
や
市
立
幼

稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
と
の
懇

談
会
を
開
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
協
議
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
が
協
議
さ
れ
た
定

例
会
等
の
会
議
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
関
心
の
高
さ
を
反
映
し
、
毎
回

大
勢
の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
教
科
書
採
択
を
行
っ
た
８
月
の
定

例
会
は
、
70
名
も
の
傍
聴
者
が
あ
り

ま
し
た
。

教
育
委
員
は
会
議
で
の
活
動
の
ほ

か
、
市
立
学
校
へ
の
訪
問
や
東
京
都

市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
等
の
総

会
へ
の
参
加
も
行
い
、
学
校
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
実
態
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
他
の
自
治
体
の
教

育
行
政
の
あ
り
方
等
に
も
留
意
し
て

い
ま
す
。

10
月
に
は
本
間
千
枝
子
委
員
が
委

員
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
市
民
の
み
な
さ
ん

の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
、
教
育
改
革
関
連
３
法
へ

の
対
応
や
来
年
４
月
か
ら
い
よ
い
よ

行
わ
れ
る
学
校
完
全
週
５
日
制
へ
の

対
応
の
最
後
の
詰
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

∞
総
務
課
ò
内
線
３
２
１
３

平成13年６月８日に大阪で児

童殺傷事件が発生しました。

三鷹市では、市立小・中学校

および幼稚園等の安全を確保す

るため、直ちに警察の協力を求

め、また、地域・保護者・学校

の連携による安全対策を講じて

きました。７月には教職員全員

に防犯ブザーを配り、対応を強

化しています。

東京都では警視庁と協力し

て、都内の全小・中学校および幼

稚園等に警察への非常通報装置

の設置を計画しました。これは

設置された発報ボタンを押すだ

けで直ちに警察に通報され、発

信場所に警察官が出動するとい

うシステム（学校110番）です。

三鷹市でもこのシステムの導

入を決定し、今年度中に市内の

小・中学校、幼稚園のほか、保

育園、児童館に設置する予定で

す。

≥施設課ò内線3223

「学校110番」を
設置します

写
真
の
土
器
は
、「
大
沢
の
里
」

地
内
に
あ
る
出
山
（
で
や
ま
）
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
土
器
で

す
。
第
七
中
学
校
脇

の
傾
斜
地
で
竪
穴
住

居
跡
（
現
地
に
標
識

案
内
板
あ
り
）
内
か

ら
出
土
し
た
も
の
で

す
。今

か
ら
３
千
500
年

ほ
ど
前
、
縄
文
時
代
後
期
に
製
作

さ
れ
た
注
ぎ
口
を
も
つ
土
器
で
、

ま
つ
り
な
ど
の
特
別
の
行
事
に
使

用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
土
器
の
特
徴
は
、
高
さ
、

胴
径
と
も
約
34
B
、
一
升
瓶
で
７

本
分
も
入
る
大
型
品
で
、
復
元
さ

れ
た
土
瓶
形
注
口
土
器
で
は
、
わ

が
国
で
も
最
大
級
で
あ
る
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
土
器
が
注
口

土
器
の
最
盛
期
の
初
頭

に
造
ら
れ
た
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
上
で
も
評

価
が
高
く
、
こ
れ
ら
の

事
由
か
ら
平
成
10
年
、

東
京
都
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

優
美
な
器
形
、
不
可
思
議
で
繊

細
な
幾
何
学
文
様
も
じ
っ
く
り
と

ご
覧
く
だ
さ
い
。

∞
三
鷹
市
遺
跡
調
査
会
事
務
所

展
示
室
（
新
川
３
―
７
―
９
）
。

要
申
込
ò
48
―
９
４
５
４

文
化
財
は
、
過
去
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
い
に
し
え
の
文
化
の
温
も
り
に
触
れ
、
心
が
い
や
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
「
み
た
か
の
教
育
」
で
は
今
号
か
ら
、
三
鷹
市
の

お
も
な
文
化
財
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

三
鷹
市
の
文
化
財
Ø

武
蔵
野
台
地
で
は
、
か
つ
て
多
数
の
水

車
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
昔

の
営
業
用
水
車
の
形
を
留
め
た
も
の
は
、

本
市
大
沢
に
あ
る
新
車
（
し
ん
ぐ
る
ま
）

だ
け
で
す
。

平
成
10
年
３
月
に
は
、
武
蔵
野
（
野
川

流
域
）
の
水
車
経
営
農
家
と
し
て
、
東
京

都
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
協
力

の
も
と
、
保
存
・
活
用
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
整
備
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。検
討
結
果
が
ま
と
ま
り
、

10
月
22
日
に
保
存
・
活
用
検
討
委
員
会
会

長
の
上
野
和
男
さ
ん
（
本
市
文
化
財
専
門

委
員
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
）
よ

り
岡
田
行
雄
教
育
長
に
提
言
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ
　
保
存
・
活
用
計
画
の
基
本
的
な
視
点

１
　
文
化
財
の
保
護
・
活
用
・
公
開
の
視

点
都
の
文
化
財
指
定
は
、
水
車
装
置
と
母

屋
だ
け
で
は
な
く
、
水
車
経
営
農
家
に
係

わ
る
構
造
物
や
水
車
関
係
記
録
そ
し
て
敷

地
ま
で
も
含
む
面
的
な
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
趣
旨
を
生
か
し
て
、
点

で
は
な
く
、
面
的
に
保
存
・
活
用
・
公
開

を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
三
鷹
の
伝
統
的
な
農
村
風
景

（
原
風
景
）
を
保
存
・
再
現
す
る
と
し
た

「
大
沢
の
里
」
全
体
の
修
景
整
備
の
一
環

と
し
て
も
捉
え
、
そ
の
核
と
な
る
施
設
と

し
て
計
画
し
ま
し
た
。

２
　
水
車
の
調
査
研
究
の
拠
点

全
国
的
に
は
、
自
治
体
が
復
元
し
た
水

車
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
水
車
の
た

め
の
研
究
博
物
館
と
呼
べ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

水
車
研
究
者
か
ら
の
寄
贈
資
料
も
多
数

あ
り
、
水
車
経
営
農
家
全
体
を
、
日
本
の

水
車
研
究
の
一
拠
点
と
し
て
の
水
車
記
念

館
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

Ⅱ
　
保
存
計
画

水
車
が
稼
働
し
て
い
た
頃
の
水
車
経
営

農
家
の
形
態
に
戻
す
こ
と
を
基
本
に
施
設

整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
展
示
に
際
し
て
は
、
な
る
べ
く

水
車
経
営
農
家
の
生
活
実
感
を
直
接
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
・
改
修
で
は
、
カ
ッ
テ
の
保
存
修

理
と
水
車
装
置
の
解
体
修
理
が
必
要
で

す
。
防
災
設
備
の
充
実
も
図
っ
て
く
だ
さ

い
。水

車
経
営
農
家
に
関
す
る
調
査
と
し
て

は
、
映
像
記
録
化
や
機
械
・
民
具
調
査
、

水
車
装
置
調
査
及
び
設
計
図
作
成
な
ど
が

必
要
で
す
。

Ⅲ
　
活
用
計
画

公
開
日
と
公
開
場
所
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
水
車
小
屋
の
一
部
復
元
や
水
車

の
稼
働
に
向
け
て
の
検
討
な
ど
が
必
要
で

す
。教

育
委
員
会
は
提
言
の
内
容
を
最
大
限

尊
重
し
、
今
後
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

∞
生
涯
学
習
推
進
室
ò
内
線
３
３
１
３

国
内
最
大
級
の
注
口
土
器

出
山
遺
跡
出
土
の

注
口
土
器

教
育
委
員
の
主
な
活
動

武蔵野（野川流域）の水車経営農家の
保存・活用のあり方について（提言）

第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画
策
定
に
か
か
る

市
立
幼
稚
園
廃
止
問
題
に
つ
い
て


